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の
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期
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。

訓 』、

影

ボ

東
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弥
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伝
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っ
た

の

は
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中
期
初

頭
紀
.兀
前

…
○
○
年

こ
ろ
と

考

え
ら

れ
る
。

縄
文
時
代

は
自
然

物
を
採

集
し

て
生
活

を

維
持
し

た
が
、
弥

生
時
代

に
な

る
と
、

自

ら
田
を
起

こ
し

、
籾
を

ま

い
て
生

産
す

る
と

い
う
新

し

い
時

代
を

む
か
え

た
わ
け

で
あ
る
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一
、
中

世

の
矢

吹

1

中
世

を
通

じ

て
お

お
よ
そ

矢
吹
町

の
地

域

は
、

西
部

の
大

和
久

な
ど

を
除
く
大

部

分

が
石

川
庄

の
範

囲

に
含
ま

れ
、
石
川

庄

の
領
主

で
あ

っ
た
石
川

氏

の
支

配
下

に
お

か
れ

た
。

石
川
氏

は
清

和

源
氏
。

そ

の
祖

有
光

は
、

十

一
世
紀

な
か

ご
ろ
、

父
頼
遠

と
共
に

源

頼
義

・
義
家

に
従

っ
て
前

几
年

の
役
に
参

加

し
、
そ

の
功

に

よ

っ
て
現
在

の
石
川
郡

地

方
を
与
え

ら
れ

、
康
.平
六
年

(
一
〇

六

..
、)
、
当
時
藤

田
郷

と
よ
ば
れ
た
現
在

の
玉

川
村

の
地

に
住

ん

だ
と

伝
え

ら
れ
る
。
有

光

は
、

こ
の
戦

に
討

死

し
た
父

の
菩
提

の

た
め
に
岩
法
寺

を
建

立

し
、
F
息
有

祐
を

氏
神

川
辺
八
幡

社

の
祭

祀
に
あ
た
ら

せ
、

ま

た

の
ち

に
、

石

川
郷

に
.一.薩
城

を
築

い

て

こ

こ
に
移

っ
た

と

い
う
。

石
川

系
図

は
、

有

光

が
は
じ

め
摂
津

国
物

津

に
住

み
、

の

ち

源
義
家

の
代
官

と
し

て
仙
道
七

郡

の
主

と

な

っ
た
と
述

べ

て

い
る
。

仙
道

七
郡
と

い
う
の
は

こ
の
場
ペ
ロ
、
白

河

・
石

川
-
・
岩

瀬

・
田
村

・
安
積

・
安
達

・
信
夫
を

さ
す

も

の
で
あ
ろ
う

か
。

な

お

『義

経
記

』

に

は
、

源
頼
義

が

「
白

川

の
関
を
越

え
、
ゆ

き

か
た

の
原

に
馳
付

き

、
貞
任
を

攻
む
、

貞
任
其

日

の
軍
に
打
負

て
、
安

積

の
沼

へ

引
退

く
L
と

あ
り
、
前

九
年

の
役

の
両
軍

の
戦
闘

が

「行

方
野
原

」
と
よ

ば
れ
た
矢
吹

町
東
部

で
も
行

わ
れ
た
こ
と
を
伝

え
て
い
る
。

す

で
に
平
安
時

代

に
石

川
庄
に
来

住
し

た
石
川
氏

は
、

矢
吹
地

方

に
も
支
配

の
手

を

の
ば

し
た
。

承
元

三
年

(
一
二
〇
九

)
、

石
川

一
族

の
石

川
坂
地

光
盛

は
、
嫡

子
光

安

(
光
重

)

に
坂
路

・
千
石

な
ど
九

ヵ
村

を
譲

っ
た

が
、
そ

の
な

か
に
堤
村

と
給
当

村

が
み
え

る
(
赤
坂

文
書

)。

堤
村

は

い
う

ま

で
も
な

く
矢
吹
町

東
部

の
堤

で
あ
り

、

給

当

は
そ

れ
に
近

い
久
当

山

の
あ

た
り

で

あ

る
。

承
元

三
年

は
鎌
倉
時

代

の
初

期

で

あ
る

か
ら
、

お
そ

ら
く
平
安

時
代

か
ら
、

堤

・
給

当

は
石
川
氏

の
領
地

で
あ

っ
た
も

の
と
思

わ

れ
る
。

お
そ
ら

く
、

こ
の
二

ヵ

村

以
外

の
矢
吹

町

の
地
域

の
大
部

分

が
、

こ
の

こ
ろ
に

は
石
川
氏

の
支
配
下

に

入

っ

て

い
た
も

の
で
あ

ろ
う
。

け
れ

ど
も
、

矢
吹

町
の
地
域

が
す

べ
て

石

川
氏

の
独
占

下

に
あ

っ
た

の
で
は
な
い
。

鎌
倉

末
期

の
文
保

二
年

(
=
二
一
八

)

の

ま
す
み

文
書

に
は

、
結
城

盛
広

が
富

沢

・
真
角

・

葉
太

な
ど

の
十

ヵ
村
と

あ
わ
せ

て
大

和

久

を
所
領

と

し
て

い
た

こ
と
が
記

さ

れ

て

い

る
(
結

城
文
書

)
。
後

述
す

る
文
禄

四
年

(
一

五
九
五

)

の

「
蒲
生

領
高
目
録

」

で
は

三

城
目

と
大
和
久

が
白

河
郡

の
内

と

な

っ
て

い
る

こ
と
を
考

え

る
と
、
少

な
く

と
も
大

和

久

は
鎌
倉
時

代

か
ら
白
河
郡

の
う

ち

で

あ

っ
た

と
み

て
よ

か
ろ
う
。
結

城
成
皿
広

は

下

総
国
結

城

(
茨
城

県
結
城
市

V

の
領
主

結

城
広
綱

の
次

男

で
、
白
河
郡
北

方

を
所

石 川有光 の子石 川基光 の墓 石lll郡 玉川村

治承5年(1181)と ある。重要 文化財

犀
嚇

叢 、

藍
曙 蜘 晒

雌 彰鰯,

漏鰯

 

石

川

城

跡

(三
芦
城
)

石
川
郡
石
川
町

50



会 津 藩 領 主 年 譜

会

津

藩

貞乃
F

領 主 名

蒲 生 氏 郷

蒲 生 秀 行

一ヒ 杉 景 勝

蒲 生 秀 行

蒲 生 忠 郷

ム
ロ 世

天正18(1590)文 禄4年

文禄4(1595)慶 長3年

慶長3(1598)慶 長6年

慶長6(1601)一 一慶長17年

慶長17(1612)寛 永4年

知 行 高

92万 石

''

120万 石

60万 石

'7

在任年数

5

3

3

11

15

一
、
会
津
領
時
代

の
矢
吹

策

吹

の
村

々
は
、
天

正
卜
八
年

(
.
.五

九

〇
)
よ

り
寛
永

四
年

(
一
六

二
七

)
ま

で
、
会
津

領

で
あ
り
、
寛

永
四
年

よ

り
寛

保

二
年

(
一
七

四
二
)
ま

で
、
白

河
領

で

あ

っ
た
。

鶴 ケ 城

至 徳元年(1384)芦 名直盛

によ って築 か れた城 で,黒 川

城 と称 した。 その後,伊 達 政

宗 つづ いて蒲生氏郷 が 入城 し

て,町 名 を若松 と改め,天 守

閣 をは じめ城 を整備 して,鶴

ヶ城 と改め た。戊 辰戦争 の後,

天守 閣 は解体 されて な くなっ

たが,昭 和40年(1965)再 建

され,今 日に至 ってい る。

暫 鷺

砂 や船

鶴

義

訣 釜

惹
市

ノ

4
」

氏
郷

の
墓

(会
津
若
松
市

塗
、 ゴ ミ

り

`

甲
鍵

ぞ興

徳 ご 、

き 〆.

誌鳩 灘轍

蒲生氏郷(西 会津町 西光寺蔵)

蒲 生 氏 郷

弘治2年(1556)～ 文禄4年(1595),安 土桃 山時代 の武将 で,

近 江城 主賢 秀の長子 で ある。織 田信長 に仕 え,つ い で豊 臣秀吉

に属 した。天 正12年(1584)伊 勢松 島(の ち松 坂)12万 石の城

主 とな って,キ リス ト信仰 に入 り,洗 礼 を受 けて レオと称 した。

秀吉 の小 田原攻略 の ときに,そ の戦功 によって,天 正18年(1590)

会潮 成主 となった。

(文 禄3年 の 「蒲生領高 目録 」に よれば92万 石)。

振
騒

構

,冊.鐸
擁
難

,繍

,

ず
f
窯

‡

移
嚢
釜
羅

響

.。鑑

暑
餐

・華

〆一
解
露

嚢

盈羅

惹
お
召

多

鷲釜

肇

髪

考
〃蓑

鋳葦

{

錨
,
擁繍貝燗輪脚

-
鴛

、噺
多
者

葦

f

,

マ
湾
9
弓

毒
暑
潅

多

隼

鷹

タ
錨
延

棄

'罫
夏

蓼

£
う

嘉

報
叢
ヂ

飯

.硝
夢

爪

書

～
ゑ

苧

.、・
幽

。
三
さ

〆重

纂
輩

.

』
騨

嘩

穂
し

輩
、

文
禄

三
年

「
蒲

生

領

高

目

録

」

こ

の
高
目

録
帳

は
、
蒲

生
氏

郷

が
会

津
藩
主

と
な

っ
て
、
初

め
て
行

な

っ
た
検

地

の
結
果

を
ま
と

め
た

石
高

で
九
十

二
万

石
。
松
蔵

(
倉

)
・
大

和
久

∴
∴
城

目

な
ど
、
各

村

々
の
石
高

が
書

か
れ

て

い
る
。
矢
吹

の
村

々
の
所

属
一郡

に
注
意
。

鎧
藝

麟

F
織

モ

齢
窺

妙

蘇

蕪

.騰灘

　

叢
塁

緋
達

義
3轟

し毒
藤
凄
奮

と

セ　

と
ま

序5
鞍

礁

勺

灸

護

窓

・

・
タ

,'

.
謬

,蔀

董

墨

聯欝
・

一77一



冷

鳶
外棄
　少
直
鋲
膳
偽
督

御
毅
向
・蒋
戴
八
オ
携
奥
毒

雛汲
謙
魂

塾
趨
案
窮
・重

《

轟
轟
鞭
事

趣
墾
檎
蓋

匿

愚
虚

、
',

婦
鴛

塑

有
し
声
ぐ
入
、
響

依
望入

み
疹
あ
ム

思

荏
,櫨
濁
象

少
漆
乱橘
識弱
枝

～
人
共
猜

・
車
響

車
》
武
急

曳
御
毒

勝可
あY
釦
歓
購
.毒

車
禍

-
儀
・熔
枝
人
峡
葛

る
k

姦

惚
・ち

依
韓
姦

亜

糺
壷
5

薦

～
ふ
ゼ
承

妻

叉
ヤ

一気

ゐ
族

ゐ
塵

耀
浴
婆

㌃
様

可
絃

、・ぺ叢

幅《

＼

一
,,。「.
、

、
,

∬
譲
難
熟
劉
軌
事
」

＼礁
照
蕊
繍
講

聯

弊

戸

噸

白
河
口
の
攻
防
戦

爵
讐
-絢
ジ
布
畜

餓
蔑
承
3,
蓮
頻
押
鯉
弩
之

動
命
フ
象
・煮
向
ぐ
堪
芽
盛
を

而

靴

煕
,,
麹
葡

..綴
多

厩
櫨
重
・帳
薄
滅
蓮

面

偽
出
、

亙

樗
、み
秀
自
蕉
纏

覇
隊

畿
叢
洩
嚢

計

..偲
尚

丸
幅
劃
ぐ
騰
望

・,
鐘
。」謁
峯

骨徴
之
暑
グ
賊

賜

阪
裁

L駆
・も

・・怜
尚
蒼
婁
焔
渡
け
畷
欽
蟻
蒐
裁
魚
沢

遍

籍

・永
・
餓
掩
湧

乳
鎚
醐
薫
勿
紛
編
識
脳

煙
デ

㌃
}
菰
葬

集
爵

鱈
姦
・
鼠
毒
蕪
脇餐
認
細

為
乏
竿

為
鶉
豊

慮
盛
縛

赫
耀
欝
醗
蚕
敬
・・
工

墾
矛
ミ
趨
嵐
、八
臓
謁
心鍵

無
幾瓢
《撃

叔
ヂ

.

ゑ

蓬

難

偲
督

向

副
偲
督

東 山道鎮撫 総督布 告 天皇 に政権 が うつ り御一新 に

な って,東 山道鎮撫 総督 が派遣 され 忠 臣 ・孝子 ・義

夫 ・節 婦 があれ ば,よ く調査 して御褒 美 を下 さる旨が
}東 山道 諸国 の宿場 地や村 の役 人 に通達 された

。 また,

キ リシタ ンは なお禁制 で,人 間 た るものは五倫 の道 を

正 し くす るよ うに との御定 書 な どもあ る。

農 商へ布告 朝廷 よ りの お触 れ によ って,各 々

安 ん じて 渡世 が 出来 る よう,苦 しみの ある ものや

苛政 に苦 しん でお るもの は,遠 慮 な く本陣 へ訴 え

出る ように との布 告 であ る。

【

紳

判

脚

懇

縛

髪

}

大

丁

～弩
勢

ち
満
弓

塾

え

鼠

嵐
レ
岬

拷
劉

繊

欝
誰

回
畷

蟄

.
窄

ら
霞

詞

鞍
∴
♂

轟

郵
戚
為

蔽
3
し
藤

検
飛

こ
雀

雌

轡
縁

昏

雫
づ

ψ
乳

嶽
続

お
獣
峨

、G
趣

恵
ー
乍

L
姓

k

」
柔

音

静

ず

鳶

翰

挙

・斜

癖

庵

戚

岬
、ρ
嫉

宰

コ

㌦

梅

:
軒

蝿

勢
、
与

鰯
病
ピ∵
㍗

船

諺
∵

・

議

寧

『

p

を

,・
魯

≒

乱
紘
嘆
轡
矯
匹
,鞍

執

残

を

賃

再

鰍

!

燃
、
縛
・

叡

烹

善
.
儲

樋
海

e
ミ

ひ
、宅

塗
整

ヂ

,跡

{

窪

・
醜
,3

・

〆

∴
.ゐ

、
り

.

・
擶

鼓

ひ

レ

弩

'㌧

,
』

桑

嵐

ヒ
、

懸

・
爾

一箋

・

問
鵡

ツ

、

男

・

桝
こ
・

轟
.,

取

賊

離

御制 札 戊 辰戦 役 が終 ったので,「 天皇の御 配慮

に よ って,賊 にくみ した者で も,真 に悔 悟 して尽忠

の志 あ る もの は,寛 大 な思召 しで御容 赦 あ る故,

心得 違 いな きよ うに」 との旨 を,総 督 府か ら出 さ

れ た制札 で ある。

晦

会 津兵 の 弾薬 箱

戊 辰戦 役 当時の会 津兵 の弾薬箱 で,弾 を撃 ちは た し

た会津兵 は箱 を残 して退 いた。 その時,中 畑 村周辺 の

百姓80人 ほ どが 人夫 としてか りだされたといわれる。

弾薬入 れ

戊辰戦役当時の弾薬入

れで,棚 倉藩士が使用し

たものである。
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二
、
昭
和

は
じ
め
の
矢
吹

農

村

の

恐

慌

大
正

の
終

り
か
ら

昭
和

の
初
め
に
か
け
て
、

米

作

は
順
調

に
伸

び

(轍
概
諦
胤
膵
窃

.曳

♂
碩
)、

昭

和
十
年
以
後
も

、

旧
中

畑
村
で
昭
和

十

三

年

四
八
〇
〇
石
、

同

十
五

年
六
〇
四

〇
石

、

同

十
几
年
ヒ
四
八

、
石
、

旧
矢
吹
町

で
昭
和

十

一.一年
...
一
.
一

↑
石

、
同

卜
五
年
三

五
〇

二

石

と
順
調

に
伸

び
て

き

た
。

し
か
し

、
そ

の

間

昭
和
四
年

の
世

界

恐
慌

の
あ
お
り
を
受
け
、

昭

和

五
年

九
月

に
繭

価

が
大

暴

落

し

、
米

価

も

暴

落

し
、

農

家

は
窮

乏

の
ド

ン
底

に

陥

っ
た
。
昭
和
八

年

に
、
繭
価

は
や

や
回
復

し

た
が
、
昭
和
九

、

↑
年

と
凶
作

が
続

き
、

農

村
不

況
と
な

っ
た
。

そ

れ
で
国

・
県

・
町

村

で
は
農
村
振
興

に
力

を
入

れ
、
土
木

事
業

の

ほ
か
郷
倉

の
設

置
な

ど

(醐
鞠
冊
畔
掘
椎
簿
宝
鱒

輸
蕨
細
墾
陣
須
)
が
行

わ

れ
た
。

昭
和

九

年
十

一
月

一
日
、
農
村

更
生

の

　

つ
と
し

て
福
島

県
立
修

錬
道

場
が
陣

場

に
で

き
た
。
昭

和
十

一
年

に
は
、
県

営

で
矢
吹

ガ

原
県

有
地

の

一
部

八
幡

原
を
開

墾
す

る

こ
と

に
な
り

、
同
年

五
月
、

県
下
各

地
よ

り
七

八

戸
が
入
植

し

て
開

墾
を

は
じ

め
た
。

昭
和

十

二
年
目
中

戦
争

が
起

り
、
続

い
て

昭
和

十

六
年

に
は
太
平

洋
戦
争

に
発
展

し

た

た
め
、

農
家

で
は
米

麦
ば

か
り

で
な

く

、

い

も
類

の
増

産

に
全

力
を

あ
げ

た
が
、
畜

力
利

用
に

つ

い
て

は
、
馬

が
軍
用

に
徴
発

さ
れ

た

た
め
、

代

っ
て
牛

の
利

用
が
盛

ん
に
な

っ
た
。

中

畑
村

で
は
昭

和
卜

五
年

の
飼
育
頭
、数
三

二

一
頭
、

牛
二

七
頭

に
比

べ
、

同
十
六

年

に
は

馬
二

七
三

頭
と
減

じ
、
牛

は

　
〇

八
頭

と
大

幅
に

ふ
え

て

い
る
。

矢

吹

町

の
十

五
年

こ

ろ

長

び
く
農
村
恐

慌

に
と
も
な

い
、
給

料

の
未

払

い
や
失
業

者
も

増
加

し
た
。

矢

吹
町

の
産

業
を

支
え

て
き

た
銀
行

も
、
資
金

は
底

を

つ
き
、
金

融
恐

慌

の
嵐

の
中

で
、
須
賀
川

銀
行

(
同
矢

吹
支
店

)

は
、
昭
和

七
年

几
月
、
組

織
変

更

に

よ

り
解
散
。

白
河

実
業

銀
行

(
同
矢
吹

支
店

)
は

昭
和
卜

.一.年

に
郡
山
商

業
銀

行

に
合
併

、
さ
ら

に
十

六
年
十

一
月
東

邦
銀
行

に
合

併

し
た
。

大

正
七

年
七
月

資
本
金

六
〇

万

で
創

立
し

た
矢
吹

銀
行

も
、
昭
和

十

八
年
二

月
東

邦
銀
行

に
合
併

す

る
な

ど
次

々
に
消
滅

し
て

い
っ
た
。
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大

正
十

年

旧
矢

吹

町
主

要

産
業

統

計

表

備
考

旧
羨

町
・郷
土
誌
・
に
よ
る
・

生
産
額
順
位

項
目

生
産
物
名

存
在
地
域
・
部
落

生

産

量

生

産

額

業農

総
作
付
面
積

位

米
..画

炉

八

四

、
七

.

.O

円

.

.
六
.五

町

位

 

繭
町

一
円

、.
.七

七

Q
貫

.
二
九

、ヒ

四
〇

円

位

 

麦
町

.
円

一
、〇

五

〇
石

=

二
、六

汽

O
円
.

四

位

そ

菜

町

.
円

六

.二
、
五

〇

〇
貫

一
二
、
六

、五
〇

円

五

位

家

禽

町
一
円

六
、
五

〇
〇

円

六

位

果

実

町

円

六

、
.
.五

〇

円

ヒ

位

そ

ば

町

一
円

.
、
..
.O

Q

石

.

..
六

〇

Q

円

昭
和
十
五
年
矢
吹

町
主
要
産
業
統
計

表

備
考
蝦
潴

.躰
鯛灘

略
㎡酷
購
の「.郷
土誌
」に
よ互

昭和のはじめの矢吹の町並み

r、謡

生
産
額
順
位

項
目

生
産
物
名

生 生 存
在
地

産 産 域

部
額 量 落

位

米

町

一

円

九

、
五

四
.
一石

三

八

三

、
七

一.一三

円

二

位

繭

二 町

二 〇-

〇 五
六 一 円
八 六
円 貫

三

位

 

麦

町

}

円

一
一
.
距』
0

ムハ
石

三

七

、
八

八
四

円

,



三

、

昭

和

(
戦

後

)
の

矢

吹

戦

後

の

混

乱

苫
難
と
欠
乏
に
耐
え
て
来
た
戦
争
は
終

っ
た
か
、
食
糧
や
衣
料
の

欠
乏
は
益
々
ひ
ど
く
な
り
、
法
律
か
あ

っ
て
も
な
き
に
等
し
く
、
殺

人

.
強
盗
か
横
行
し
た

物
価
は
暴
騰
し
て
、
「や
み
や
」
か
横
行
す

る
世

の
中
と
変

r,
た
.灘

 

博

～

療更
δ

7角
、,

垂鰹

 

嚇

帆
こ態 一簸 ζ

戦後の新円切換の拾円紙幣

〆壷

蓄
沸

～

翠

一
7ξ髪饗 コ累』狸 ㌧

.。
戦後列 卓 にぶ ら一ドった まま 乗った風景

1時 間～2時 間 も乗 り続 ける。「目で見る昭和」ド巻より

戦

後

の

復

興

農

地

開

放

①

昭

和

二
十
年
⊃

几
四

11
)
卜

.

.
月
小
作
八
の
援
助

、
金
納

低

率

化

、
五

町
歩
以
L

の
貸

付
地

の
買
ヒ

げ
等

、
第

一
次
農

地
改

革

が
施

行

さ
れ
た
。
不

徹
底

な

が
ら
も
地
・E
の
所

有
権

に
直

接

強

い
干
渉

を
与
え

た
点

で
、
画

期
的

な
も

の
が
あ

っ
た
。

欄
　.辮
.
.撒鍮
繋
燃韓
騰縫
講
糞

妻
参も
箏、

～
ゆ
魚
P
・

晶.'

簸

嚢
箋

詳
画
書
綴

膨

顯

.、

○

騰
駄
葺

②

そ

の
後
、
連

合
軍
最

高
指

令
部

よ
り

「農

地
改

革
覚
量
[
案
」

を

.小
さ
れ
、

日
本
政
府

は

そ
れ

に
基
づ

い
て
第

二
次
農

地
改

革

案

を
作

っ
た
、
即

ち
昭
和

.
一十

一
年

二

九
四

六

)十

月

に

成

迄

し
た
自
作

農
創
設

特
別

措
置
法

と
改

正
農
地

調
整

法

で

あ

る
。

{元
成
し

た
法
律

の
内
容

は

、
政
府

が
地
主

か

ら
買
収

し

て
小

作
農
家

に
売

り
渡
す

こ
と

と
し

た
.

小
作
地
(%
〕

ー

濯
墨
醤監
看
猛
嘩
角

麟

馨

宏

4

}

O

留
精
塗
壷
篤
翼
登

畠

`

劉

年

次

自
作
地
へ%
4

農昭昭
地和和
面==
積五〇
等年乙渡

一農

現地
在.面
の積

八
、
六
九
三
k

〔
四
四
●
六

)

一
七
、
三
五
八
k

「
几
0
・
一
)

一
〇
、
九

一
四
反

[
五
五
・
四
〕

一
、
.」四
〇

k

〔

九

。
0

}

瀞篠"、讐塀驚

 

轟
》
賭

幽
、熱

態

叡歳

 

薫

年

老壇

塾
鐘

L
糧溢

 
∴

軋

も

農地答
。翼収計轟書

鷲;

諸

陰

`1`

醸

蹴

自作農創設特別措ii斐法による ㊨ 農地売渡計画書綴

㊧ 農地等買収計画書綴 ㊥ 未墾地買収計画書

木炭 バ ス

戦時 中か ら戦 後 にかけ て,ガ ソ

ン不 足に よりあらわれた。

、鰯

曝 ・

}

、
顧

焦

僧

鎗
癒

叢

薫

・議

義

難

.

矢吹町農地買収計画

讐

響琴

1言
蓼司'藥

轟

講
1雛

あ建

構 抜レ有 二

夢痛

疎

情

陳情 書 昭 和22年2月,中 畑字 長峰地

区の 在住者 が,旧 御 料地(県 有地)の 借地

配分 を陳情 している。戦 中の国 県事 業 と

して行わ れた 弥栄 地 区の開拓 者 とちが っ

て,長 峰地 区の 旧開拓 者には 何 らの恩典

もなか った ようであ る。
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戦後 流行 した村芝 居(軽 演劇)

昭和21年(1946)～ 同23年(1948)こ ろまで,大 関

芳 江 を中心 に,演 劇や 芝居 の好 きな青年 が集 まって
「大衆演劇 会」 をつ くり,夫 吹 で 月1回 公 演 を行 い

祭 礼 な どに も出演 して拍 手渇釆 を受 けた。

嚇
曽
F

!㌦謬
騨
剛

、

寵

楽団 シルバ ー スターズ 昭 和22年(1947)7月27日

夜,矢 吹町 富永会 館(旧 公楽 館)に おい て,軽 音楽団

シルバー ス ター ズ第1回 公演が行 われ た。 この ころ

の ヒ ッ ト曲 は「帰 り船」であった。 猪飼徳 四郎 ・藤 田

留 治 な どか世 話 人で,約30名 の団 貝か いた。 県南地

域 の 各町村 を公演 して 歩いた。

聯

翠
℃ 鴇囁

ダ 幽
い キ

濯

ー

.,

臨

蘇
何脇

旬 ド

嘉 ち
苓

黙

レ
q

ボ

聴
・]騨

智

6

[ー

膠

騨
娘 ガ ド ・肇:

撫 郵

乙遭

刃 慧1
身

ゾ γ脚/

鴨
璽

♂
＼耀へ

戦
後
矢
吹
の
世
相

き ざコ

ん凋

毒

蜜
麺}

ー

∴

f

玉
『

鷹

7ト八告 口寸猟1白 川摩 旅館前 にて(終 戦 直後)

「国破 れて山河 あり」長 い戦 争の ため,Lh野 は荒廃 した。

よ うや く緑 の運動,植 林 事業が全 国的 に展開 された。 戦後

い ち早 く組織 され た地域青 年団 も 「部落 林」の 植林 が事業

の一つ と して取Lげ られ た。 これは昭和25年(1950)現 在の

中学校 の鳥場 山の植 林の 時の写 真で ある。(中 畑青年 団)

現在 の教会(昭 和48年)

夫吹町 的場地 内 にあ る,

毎幅 ノ呼

日本 キ リス ト教会伝導 所 は昭和26年7月,

夫吹 町旭町 に建 て られ,建 堂 式が行 われ た、,

資 金は35万 円,特 殊献 金(Ii∫本販売,バ ザー等)

によった。設 迄者は関 根艶f(矢 吹田1'字小松)

矢吹町 日本キリスト教会伝導所(昭 和26年7月)
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三城目鎌倉会の獅子舞(昭 和45年)

曳全㌔誇

冨

な

り

ぬ

ヒ瀞 、

民
俗
芸
能

態 縛

ご 茎

三城目宿 を通る獅子舞,平鍬踊 り行列

(昭和17年)

/・愈
`,ゴ

=脅 ド ニ

誰
イ'/r、

孤'・.認 二 ・rヤ囎

墾3
隔 げ

亀 轍かへ

願∫鶏
訳ウ 認_転 ゆψ ・

三神地 区郷土 盆踊 りの景

ノ ひ

買 緊 遜
.弘

藏.P.

ごン ～
避 栃

(昭 和45年)

曙r護 ボ ・・

擬 嘘 た

鍵 濃
三城目鎌倉会の平鍬踊(昭 和45年)

争
.＼

・ ＼

!/

、,、

!で 等)'

♂
4

亀

原宿 の二十 三夜講 その②
つづ み をたたい て歌 をうたい なが ら舞 う景 。

喝

陵
一 「冨

、

～
・、
ノー

▼

〆

劉

煮聡 麺1辱識
原 宿の二 十三夜講 その(1)

月の23日(旧)講 員 集 り,ご 飯 な ど食べ て月の

出 を待つ 月待行 事の景 。
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公
園
の
建
設
と
整
備

麓奥諺

腫轡

.、,.4炉 帆㌦縛「・玉一L、

「ふ く し ま 緑 の 百 景 」

選 出記 念 碑

夜
間
照
明
施
設

大

池

公
園

町

の
中

心
よ
り
北

へ

一
・五
㎞

の
と

こ
ろ
に

あ
り
、
静

か
な
水

面

と

こ
れ

を
と

り
ま
く
赤
松

林

が

の
ど
か
な
自
然

景
観

を

み
せ
て

い
る
。

公

園

の
中

心

の
大

池

は
、
昔

あ
ゆ

り
沼
と
呼

ば

れ

て
お

り
、
あ
ゆ
り

川

の
源

と
な

っ
て

い
る
。

か

つ
て
は
、
み
わ

た

す

か
ぎ

り
の
松
林

に
覆

わ

れ
て

い
た
原
野

で
、
池

の

ほ
と
り
に

は
往

時

の
面
影

を
見
る

こ
と

が

で
き
る
。

公
園

の
入

口
に
は
、

こ

の
矢
吹

ヵ
原
開

拓

を
し
る
す

開

拓

の
碑

、
宮
内
省
御
猟

場

時
代

を
物
語

る
維
子

塚

が
残
さ

れ
て

い
る
。
公

園
内

に
は
野
外

催

し
も

の
の
で
き
る
自

由

の
広
場

、
照
明
付

の
球

技
場

、
テ

ニ
ス

コ
ー
ト
、

キ

ャ
ン
プ
場
、

子

供

の
広

場
、
遊
技
施

設

な

ど
が
あ
り
、
遊

歩
道

も
整

備
さ

れ
、
町

民
が
自
然

に
親

し

み
な

が

ら

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
輪
を

ひ
ろ
げ
て

い
く
憩

い
の
場
と
な

っ
て

い
る
。

囎 右臼

無
愚 』

蕪

甲
弓孟

蕊 了D.窟

州,、,」'諏 一 卿 獅 脚一 一_.」岬禰畑・、閣 【欄脚剛 蘭 覇
口 瞥

ノ'
F滅 日 、愚

 

サ

」乎

灘 黒願 葺

罪
L躁

占←正脚占卦

 

(昭
和
六
十
年
六
月

一
日
完
成
)
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編
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野
外
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施
設
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盤
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欄

騨

翻
繍

目

農
民
健
康
増
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設
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4
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松
林
の
中
の
遊
具
施
設


